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（写真２）戦術的戦傷救護の実技を終え、１組の第３７４憲兵中隊の隊員

たちと戦術的戦傷救護について話し合う第２３空軍軍医総監ドローシー・

ホッグ中将（右から３人目）。 
 

空軍の医療業務が要請を受けてすぐに即応できる態勢にあるほか、戦

術的戦傷救護の訓練をした憲兵隊員がいることで、現場でより迅速な医

療処置を施すことが可能となり、犠牲者をより良い状態で医療スタッフに

引き渡すことが可能となる。 

２ 

（写真３）招集会で、第３７４医療群の医療即応力と改革の大切さについ

て話す第２３空軍軍医総監ドローシー・ホッグ中将。 
 
 

３ 

（写真１）１月２９日、第３７４空輸航空団司令官オーティス・C・ジョーンズ

大佐（左）と握手を交わす、第２３空軍軍医総監ドローシー・ホッグ中将

（右）。 
 

空軍の医療業務の目標には、あらゆる領域の医療即応態勢を確立し、

合同医療チームの強化、空軍医療業務の変革を推進することが掲げら

れている。 
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